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岡山大学キャンパス・アジアプログラム報告



これまでの取り組みの成果

全学体制により実現する高い学生モビリティ

•263名派
遣

•179名受
入

•442名合
計



学生の潜在的共通善意識を引き出す教育

３国の学生が本来持つ共通善への意識を引
き出し、アクティブラーニングで相互に確
認し合うプロセスを通じ、東アジアの地域
中核人材を育成

東アジアの共通善を実現する深い教養に裏打ちされた中核的人材育成プログラム

特長：

東アジア共通の伝統的価値を再解釈し共有化

共通善教育研究

教科書編纂

実験教室を通じたPBL, CBL授業開発

リージョナルカンファレンス

多言語セミナー

ナノバイオ・自然系セミナー



先駆的取組み

Multilingual Seminar
Completion Ceremony  at 
Sungkyunkwan University 

China‐Korea WorkshopLanguage Cafe



学生が主体となる現地語・文化学習：
交流の場としてのCampus Asia Café

語学カフェの位置づけ
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ソーシャルラーニングの促進

学生生活に関する様々な情報共有

学生等身大の異文化体験

楽しく語学が身につく

学生主体の空間

自習スペース、多目的スペース

留学した先輩による無料語学講座

外国図書の貸出

語学カフェ（日・英・韓・中・仏等）



CAMPUS ASIA CAFÉ

開館時間 ： 随時

CA Café

オリエンテーション

派遣前・派遣後教育

（語学・共通善・文化学習）

チュートリアル

CA同窓会

グループ学習

図書貸出し

CA学生サークル



フランス語

カフェ：

Café français
木曜日

中国語カフェ

（中文茶房）

火・木曜日

日本語

カフェ：

Sakura
月・木曜日

韓国語

カフェ：

이야기

水曜日

ドイツ語

カフェ：

Stammtisch
月曜日

イングリッ

シュ・カ

フェ 月～

金曜日

L‐CAFÉ

フリートーク
〈English Table〉

<Office Hour>
毎日約3時間

レッスン・英会話・
TOEFL・オープンクラス

イベント

ワークショップ・
セミナー



友達を
作りやすい

語学CAFÉの一番良いところ



オーダーメイド保険整備

岡山大学から派遣される学生が全員加入

導入の背景

派遣留学生の増加

海外での危機管理対応人員の不足

迅速でプロフェッショナルな対応の要望

サービスの範囲

危機管理オリエンテーション、緊急連絡（大学、家族）

保証： 死亡、治療、救援、個人賠償、携帯品損害、
手荷物遅延、航空機遅延

海外デスクサポート： 海外18都市、中国医療・生活サポート

事例：
2014年11月
留学中に事故

緊急連絡
ドクターヘリで搬送
大病院で精密検査
家族の渡米・看護
日本への移送、家族同伴
日本の病院での入院



現地語・文化学習

リージョナル・

カンファレンス

まちなかキャンパス

マルチリンガル教育

シェアハウス サマースクール



東アジア型
グローバル教養教育

ナノ・バイオ、自然系セミナー

中韓ワークショップ、学生フォーラム、サマースクール

成均館大学校（韓国）

キャンパスアジア科目

東アジアの現代古典

東アジアの古典文学

東アジアの古典学入門

東アジアの相互疎通と漢字文明

岡山大学（日本）

共通善教育

日中韓三国関係と社会

東アジア国際・

地域文化特別講義

共通善教育多言語セミナー

近現代日中韓三国関係史

リージョナルカンファレンス

吉林大学（中国）

キャンパスアジア講義シリーズ

東アジアの共通利益

米中及び東アジアの一体化

世界正義の尺度

中日韓言語の

相互関係と文化継承

中国伝統文化図解



リージョナル・カンファレンス

CBL: Community Based Learning型科目の充実

地域をキャンパスに、座学とフィールドワークにより、高梁地区の山田
方谷による地域財政の再生、水島地区の公害環境問題、閑谷学校の儒教
教育、牛窓地区の朝鮮通信使、矢掛町の歴史文化保存、倉敷の町屋トラ
スト、津山の洋学、岡山の街づくり、曹源寺の仏教思想など様々な問題
を提示し、PBL・CBL学習を実践してきた。



マルチリンガル教育の拡充

現地語習得を重視し、多言語を用いたアクティブラーニング型授業を開発

実験教室：「まちなかキャンパス」「共通善教育多言語セミナー」の開設

• 歴史認識や教科書問題をテーマに、中韓への長期派遣帰国学生とCA受け
入れ学生がともに学ぶ

日中韓の言語（或は、共通言語としての英語）のいずれか一つの言語に限定する
ことなく、多言語を用いて授業を行うことにより、中韓からの留学生と中韓留学
から帰国した日本人学生が、言語習得の領域を超えたより深い議論が可能となる



シェアハウス

-暮らしの中の共通善-

日中韓三国の学生が、それぞれ
2階のプライベート空間を持ち
ながら、1階の共同スペースで
共同生活。

ハウスミーティング、家庭菜園、
テーマパーティー等を通じ、相
互理解を深める。

（学生フォーラムでの学生発表）




